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プロジェクトの概要（座組）

細井プロジェクト

⽇本⽂化資源の
資料体構築

中村プロジェクト

ゲームを⽤いた
⽂化の理解について

ラックプロジェクト

プログラミングによる
バーチャルオブジェクトの
⾃動⽣成技術



プロジェクトの概要

Minecraft公式サイトより

①⽇本⽂化資源に関わるオブ
ジェクト、建築、環境の実験
フィールドをゲーム性を付与し
てマインクラフト上に構築する

②⽇本⽂化資源の研究環境、展
⽰環境、教育環境、プレイ環境
としての特性を他の仮想空間環
境と⽐較分析する



プロジェクトの
トライアル①

⽇本⽂化資源に関わるオブジェクト、建築、
環境の実験フィールドをゲーム性を付与し
てマインクラフト上に構築する

題材抽出と提案︓細井P
ゲームデザイン︓中村P
Minecraft構築 ︓ラックP

参考）ラック研究室における⽇本⽂化をテーマとしたMinecraftプロジェクト



⽇本⽂化資源の研究環境、展⽰環境、教
育環境、プレイ環境としての特性を他の
仮想空間環境と⽐較分析する

Origin オープンワールド型
バーチャル環境

（１）簡易性・斬新性
（２）操作性（インタラクティブ）
（３）要求充⾜度

プロジェクトのトライアル②

参考）ラック研究室における⽇本⽂化をテーマとしたMinecraftプロジェクト



プロジェクトのトライアル②

⽇本⽂化資源の研究環境、展⽰環
境、教育環境、プレイ環境として
の特性を他の仮想空間環境と⽐較
分析する

Target I ウェブサイト型バーチャ
ル環境

（１）確実性・安定性
（２）操作性（リニア）
（３）要求充⾜度

ARC バーチャルインスティテュート



⽇本⽂化資源の研究環境、展⽰環境、教育
環境、プレイ環境としての特性を他の仮想
空間環境と⽐較分析する

Target II メタバース型バーチャル環境

（１）新規性・⾰新性
（２）操作性（インタラクティブ）
（３）要求充⾜度

ARC セカンドライフ展⽰空間

プロジェクトのトライアル②



プロジェクトの進捗状況

• コンセプトおよびプロジェクト構想の設計段階

• 検証⽤実装コンテンツの検討

• ゲームデザインの検討


